
1
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発 明 等 の 説 明 書

平成　　　年　　　月　　　日

発明の名称：

出願人：

《ご連絡先》

ご住所：〒

ご担当者名：

電話番号： ファックス番号：

携帯電話番号： e-mail アドレス：

１．産業上の利用分野

・どのような技術分野に関する発明であるか、応用例も含めて記載する。

２．従来の技術

・発明の生まれた基礎となっている技術、類似の技術など、この発明に最も近い技術を

特許公報を中心に２～３件挙げ、その概要を説明する。

・従来技術がないと思われる場合には、この発明以前にはどのようにしていたかを記載

する。

３．発明が解決しようとする課題（目的）

・この発明と対比して従来技術の欠点をその理由とともに述べ、発明のねらいを明らか

にする。
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４．課題を解決するための手段（構成）

・前記の課題を解決するためにどのような手段を講じたかを記載する。

５．構成による作用

・前記の技術的手段がどのような働きをしているのか、そしてそれらがどのような関連

をもって従来技術の欠点を解消しているかを記載する。

６．発明の効果

・従来技術と比較してこの発明による特有の利点、優れている点を、なるべく具体的に

記載する。
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７．実施例

・最良の結果をもたらすと思う実施例を、図面を用い具体的に説明する。その際、この

発明と従来技術との技術的構成、作用効果などの相違点を最大もらさず列挙し、従来技

術の欠点が解決される過程を順を追って説明する。

・必要により、優れた点を確認するためのデータを記載する。



4
加藤特許事務所

８．図面（別紙でもよい）

部品の名称

１： ２： ３： ４：

５： ６： ７： ８：

９： １０： １１： １２：


